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上
山
樋
口
清
治
さ
ん

　
昭
和
三
年
、
二
十
二
歳
の
と
き
東
京

銀
座
で
円
タ
タ
（
現
在
の
タ
タ
シ
i
）

の
運
転
手
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
年

五
月
に
中
里
村
に
帰
っ
で
き
て
、
現
在

の
山
喜
さ
ん
を
借
り
て
円
タ
ク
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ド
が
村
内
で
初

め
て
の
車
で
し
た
。
こ
の
写
真
は
、
昭

和
八
年
こ
ろ
田
沢
劇
場
に
来
た
踊
り
子

の
一
座
を
乗
せ
て
宣
伝
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
当
時
は
、
国
鉄
宮
中
え
ん
堤

工
事
で
田
沢
中
心
街
は
活
況
を
呈
し
、

料
亭
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
上
越
線
開
通
博
覧
会
に
は
お
客
を
乗

せ
て
二
十
回
以
上
も
行
き
ま
し
た
。
、
戦

争
の
た
め
昭
和
十
五
年
十
月
に
廃
業
し

ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
一
度
も
事
故
を
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3月11日～4月10日
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へ
σ
し

起
さ
な
か
．
疑
こ
と
が
わ
た
し
の
自
慢
詳

の
一
つ
で
す
　
　
　
　
　
彬
糸
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■妊婦検診

　3月17日／上村病院／13：30～14：00

■母親学級

　3月17日／上村病院／12：45～13：00／家族計画

■ツベルクリン反応及びBCG（S62．1．1～12．31生）

（4月4日保健センター／14：00～15：00／田沢、清津峡地区
4月6日

〔
4月5日保健センター／14：00～15＝00／高道山、倉俣、

　　　　貝野地区

4月7日

●胃ガン検診

4月1トー・一

■献血

　3月22日／保健センター／10：00～15：00

●精神衛生相談

　3月22日／老人福祉センター／14：00～

11働
心配ごと相麟日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　藤田義一）

㊥（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

14（月）
中塁中学校卒巣式

16㈱
高齢者講座（P9参照〉

17休）
母親学級、妊蝿検診（右参照）

18㈹
心配ごと相酸日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員　根津敬）

①（日）
村民スキーツアー（P9参照）
休日救急医（富田医院費52－3269）

㊤（月）
掻替休日

休日救急医（大島医院費52－2957）

22（廻
献血（右参照）

精紳衛生相談（右参照）

25働
村内小学校卒巣式
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一、山田正平）

①（日）
田沢地区娼人会総会（P9参照〉
休日救急医（中条病院魯57－3018）

劣㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13＝00～16：00
相談員　樋口永蔵）

㊧（日）
休日救急医（上村病院魯63－2111）
新座市スポーツ少年団来村（％～％）

4（月） ツベルクリン反応及びBCG、胃ガン検診（右参照、
交通事故穆動相議所（十日町市役所10：00～15：00）

5（幻

6㈱
高齢者講座運営委員会
春の全国交通安全運動
　　　　↓

7休）

8㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　藤田義一）

⑳（日）
交通安全家庭の日
休日救急医（津南病院a65－3161）

畷訊月ノ　”冒一－＾｝μ’ノ…’一ノu一》一　”▼”　　　　　　　　　　恥

　　　　献血（右参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

22（火）精紳衛生相談（右参照）　　　　　　　　　　　　　　ラ爵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

25働盤鷹霜護日（老人福　ンター13…一16…斐
　　　　相談員　藤田義一、山田正平）　　　　　　　　　　　　ワド

　　　　田沢地区娼人会総会（P9参照〉　　　　　　　　　　　条
9（日）休日鵬医（中条病院魯57－3・18）　　　条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

％㈹繍と欝人福祉センター13＝00～16：00黍

　　　　休日救急医（上村病院魯63－2111）　　　　　　　　　条
蓼（日）継市スポーツ少年団来村（％一％）　　　条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

4（月）鑑繍翻輪器犠1禦）巽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

5（幻　　　　　　　　　　　　　　　　添
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

6㈱磯灘　　　巽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

7休）　　　　　　　　　　　　　　　　！条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

8㈹纈と欝人福　ンター13：00～16：00黍

　　　　交通安全家庭の日　　　　　　　　爺
酌（日）休日棚医（津南病院a65－3161）　　　奉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。斧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ舜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉

★
古
い
家
を
壊
す
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
民
具
を
集
め
て
い
ま
す
。
公
民
館

（
費
六
三
ー
二
四
九
三
）

△

弘
．

　
三
月
に
入
り
吹
く
風
の
中
に

も
ど
こ
と
な
く
春
を
感
じ
ま
す
。

花
屋
さ
ん
の
前
に
は
、
一
足
早

く
春
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
の
間
に

も
や
さ
し
く
、
あ
っ
た
か
い
春

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
　
（
花
幸
さ
ん
前
に
て
）

12

編
集
後
記

　
国
道
拡
幅
の
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り

の
た
め
、
村
内
の
商
業
者
が
立

ち
上
り
ま
し
た
。
古
く
か
ら
、

商
店
街
は
「
ま
ち
の
顔
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
商
店
街
の
活

性
化
な
く
し
て
村
の
活
性
化
は

な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
店
も
な
い
喫
茶
店

も
な
い
村
に
は
若
者
は
住
め
な

い
の
で
す
か
ら
。

　
目
先
き
の
利
益
ば
か
り
に
目

を
奪
わ
れ
る
と
魅
力
の
な
い

「
街
の
顔
」
が
で
き
て
し
ま
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
ア
ッ
」

と
言
わ
せ
る
街
並
み
を
作
り
た

い
も
の
で
す
。



、
8
、

　
昭
和
四
十
年
代
か
ら
急
激
に
増
え
た
出
稼
ぎ

も
昭
和
四
十
四
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
。
交
通
・
通
信
網
が
発
達
し
た
現
在
で

は
出
稼
ぎ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
随
分
変
っ
て

き
ま
し
た
。
，
し
か
し
、
時
代
は
変
っ
て
も
－
家

の
大
黒
柱
で
あ
る
お
父
さ
ん
た
ち
が
、
半
年
も

離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は
、
様
々
な
面
に
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
◎
今
回
は
、
こ
う
し
た
様
々
な

面
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
出
稼
ぎ
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

半
年
圃
φ
蜜
自
サ
ま
だ
堰

　倉俣小学校長

八木三男治さん

、
父
親
の
代
わ
り
に
と

、
出
稼
ざ
の
父
を
待
ち
わ
ぴ
る

子
ど
も
の
気
持
ち
〕
正
月
父
と

過
ご
す
子
ど
も
の
喜
ぴ
と
安
心

感
、
こ
耗
は
、
出
稼
ぎ
の
父
を

も
っ
子
め
共
通
の
心
で
あ
る
。

　
学
校
で
は
、
お
お
ぜ
い
の
友

達
に
囲
ま
れ
、
一
緒
に
勉
強
し

遊
ん
で
い
る
。
他
の
子
ど
も
と

蓄
募
｝
”
”
鰻
三

何
一
つ
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
見

ら
れ
な
い
。
で
も
、
　
「
き
ょ
う

父
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
く
る
ん
だ

よ
e
と
、
喜
び
を
満
面
に
浮
べ

て
話
す
子
を
見
た
と
き
、
や
は

り
さ
み
し
か
っ
た
ん
だ
な
と
思

わ
れ
る
。

　
大
部
分
み
子
は
、
父
競
の
出

稼
ぎ
先
や
仕
事
の
内
容
を
知
っ

て
い
る
。
電
話
で
話
も
す
る
と

い
う
創
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　
小
さ
け
れ
ば
母
親
に
迷
惑
か

け
ぬ
よ
う
、
大
き
く
な
れ
ば
父

親
の
代
わ
り
に
と
、
こ
れ
が
大

事
な
家
庭
教
育
に
な
る
。
家
族

愛
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

金
カ
ネ
…
－
の
時
代

　
昭
和
三
十
年
代
前
半
ま
で
は

今
と
違
っ
て
わ
ず
か
な
現
金
で

暮
ら
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
高

度
経
済
成
長
と
と
も
に
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
様
式
は
著
し
く

向
上
し
、
今
や
「
金
」
が
無
く

　
　
　
　
　
　
ノ

て
は
一
日
も
暮
ら
せ
な
い
時
代

に
な
り
ま
し
た
。

　
高
度
経
済
成
長
時
代
、
農
村

の
二
男
、
三
男
が
都
会
に
流
出

し
た
よ
う
に
、
出
稼
者
も
昭
和

三
十
年
代
後
半
か
ら
急
激
に
増

加
し
ま
し
た
。
豪
雪
地
と
い
う

宿
命
を
も
つ
当
地
域
で
は
、
冬

場
の
雇
用
先
が
少
な
く
出
稼
ぎ

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

院
一
人
、
業
務
外
の
死
亡
一
人
、

病
気
に
よ
る
入
院
三
人
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む

に
つ
れ
て
、
業
務
外
の
病
気
な

ど
に
か
か
る
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

陰
↓
陽

　
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に

　
上
越
新
幹
線
、
関
越
自
動
車

道
の
開
通
、
電
気
通
信
網
の
発

達
で
出
稼
ぎ
の
イ
メ
ー
ジ
も
随

分
明
る
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
昭
和
四
十
年
代
ま
で
は

大
き
な
バ
ッ
グ
を
背
中
に
背
負

い
、
飯
山
線
を
利
用
し
一
日
が

か
り
で
関
東
方
面
へ
出
稼
ぎ
に

行
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
首

都
圏
へ
日
帰
り
の
時
代
を
迎
え

昭
和
四
十
四
年
ピ
ー
ク

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
の

資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
出
稼
ぎ

の
ピ
ー
ク
は
昭
和
四
十
四
年
度

で
千
六
百
一
人
を
数
え
ま
し
た
。

　
安
定
所
を
通
し
て
出
稼
ぎ
を

す
る
人
は
、
六
ヵ
月
以
上
の
長

期
間
に
わ
た
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
二
ヵ
月
～
五
ヵ
月
と
い

う
短
期
間
の
人
を
含
め
ま
す
と

倍
以
上
の
出
稼
者
が
あ
っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
出
稼
者
数
は
、
昭
和
四
十

四
年
以
降
減
少
し
、
昭
和
六
十

二
年
度
で
は
、
七
百
五
十
四
人

と
ピ
ー
ク
時
よ
り
も
半
数
以
上

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
当
村
の
出
稼
者
数
は
、
一
月

末
現
在
百
四
十
五
人
（
職
安
資

料
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、
約

四
割
の
出
稼
者
が
、
月
一
回

位
帰
省
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
潟
県
は
、
出
稼
者
の
安
全

就
労
を
確
保
す
る
た
め
、
グ
ル

ー
プ
就
労
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
出
稼

者
の
多
く
が
、
グ
ル
ー
プ
で
毎

年
同
じ
事
業
所
に
行
く
ケ
ー
ス

か
ほ
と
ん
ど
で
す
。

変
ら
な
い

　
　
さ
み
し
さ
と
不
安

　
い
く
ら
交
通
、
通
信
網
が
発

達
し
た
と
い
っ
て
も
、
留
守
を

自動車部晶工場で出稼ぎ解消

守
る
家
族
の
さ
み
し
さ
と
不
安

は
変
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
冬
に
七

回
～
十
数
回
も
雪
ほ
り
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
当
村
で
は
、
留
守

家
族
の
一
番
の
心
配
は
雪
で
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

回
答
者
の
六
割
が
五
十
～
六
十

代
の
人
た
ち
で
し
た
。
そ
の
た

め
「
子
ど
も
の
家
庭
教
育
」
に

対
す
る
不
安
は
、
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
反
面
高
齢
化
を

反
映
し
て
「
急
病
や
年
よ
り
の

看
病
」
が
、
雪
の
次
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ある日の瞑想
　　　　　　　　　ホイラーの音がやけにうるさい。俺の「単身赴

　　　　　　　　任」もそろそろ考えどきかな。家族がバラバラに

　　　　　　　　なる出稼ぎはよくない。しかし、経済的に占め

　　　　　　　　るウエートは高い。冬場の農業をやってみたい

　　　　　　　　のだが、雪のハンディーは大きい。逆にこの雪

　　　　　　　　を商品化して販売できないだろうか。

　　　　　　　　　現在の出稼ぎは、昔の暗いイメージはまった

南雲光俊さんくない・ただ・屋根の除雪だけは気がかりだ。
　　　　（堀之内）大雪になれば意地も我慢もないだろう・　「離れ

　＿　　　　　　きて丈余の雪と知りながら助人に行けぬ連休の
東鼠・日本女子大学　　　　　　　　一。　　　　．
　　　　　　　　口惜しさ」一んな歌を詠んだ年もある。

　　　　　　　　　　　　　安心して働けます
　　　　つヒほダヒ

　　　・鍾。．　　　　朝起きると天気予報を見ては、仲間同士で雪

　蔭、　職．　　　の心配をしています。わたしたちの仕事は、工
　　韻・　場の中で亜鉛の製造をやっています・会社では・
　　　　　　　　　わたしたち出稼者にとってもよくしてくれます。

1藝∵ご嚇姜窒繕議藩ε2騰房㌶酵
熱・◎・…　噺置’．「・噸、．爆働けます。

　　　●　　　と　　出稼ぎ先が群馬県安中市ですから、仕事を終

富井　正さんえてからでも家に帰ることもできます。5年も
　　　　　，（市之越〉同じ会社に行っていますと、他の従業員とも親

　群馬県．岡田工業　　しくなり・お互いの地域の目慢話をしては・楽

　　　　　　　　　しく交流をしています。

出稼ぎに思う

　　　　　　　　　出稼ぎを始めてから20数年になりますが、そ

　　　　　　　　の内22年間も同じ会社に勤めています。

　　　　　　　　このため、今では家族もあまり心配しなくなり
，　、党、競　　　　ました。また、最近では月に一度は帰省してい

　劉　　、鱗，蓼隈　ます。出稼ぎはやめたいと思っていますが、村
　零驚、．撃灘、，　内では冬の仕事があまりないので、どうしても

　　　　　　　　出稼ぎに出るのが現状です。
広田　博さん　現在、リゾ＿ト構想が進められていますが、
　　　　　（小原）
　　　　　　　　一日も早く実現させ、出稼ぎのない住みよい村
静岡県・東芝EMI　にしたいものです。

高
齢
化
す
る

　
　
　
　
　
　
出
稼
者

　
昭
和
三
十
四
年
の
出
稼
者

六
百
四
十
人
の
年
齢
構
成
を
見

ま
す
と
、
三
十
歳
ま
で
の
青
年

が
全
体
の
八
四
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
六
十

二
年
度
を
見
ま
す
と
、
三
十
歳

前
の
青
年
は
、
全
体
の
八
％
と

十
分
の
一
に
減
少
し
て
い
ま
す
．

　
年
齢
構
成
の
推
移
を
見
ま
す

と
、
昭
和
三
十
四
年
当
時
、
三

十
歳
前
の
青
年
が
、
今
も
出
稼

ぎ
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
若
い
出
稼
者
の
減
っ

た
要
因
と
し
て
は
、
昭
和
三
十

四
年
当
時
に
比
べ
二
十
歳
～
三

十
歳
の
若
者
が
半
減
し
て
い
る

こ
と
と
、
若
者
の
農
業
離
れ
が

進
み
会
社
勤
め
を
す
る
青
年
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。
第
一
種
兼
業

農
家
の
多
く
は
、
五
十
代
～
六

十
代
の
人
た
ち
が
日
雇
い
に
出

な
が
ら
耕
作
し
て
い
る
の
が
実

状
で
す
。
こ
の
人
た
ち
の
多
く

が
、
冬
の
仕
事
を
求
め
て
出
稼

ぎ
に
出
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

現
実
の
中
で
出
稼
者
の
高
齢

化
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
高
齢
化
に
伴
う
問
題
の
一
つ

に
出
稼
ぎ
中
の
事
故
の
増
加
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十
一
年
度

中
の
事
故
と
し
て
は
、
業
務
上

の
死
亡
一
人
、
一
ヵ
月
以
上
の
入

会
社
に
喜
ば
れ
る

　
　
　
妻
有
の
出
稼
者

　
辛
抱
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る

新
潟
県
人
。
　
「
県
内
の
出
稼

者
は
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
対

し
責
任
を
も
っ
て
や
っ
て
く
れ

る
の
で
、
求
人
も
他
県
に
比
べ

て
多
い
ん
で
す
よ
」
と
十
日
町

公
共
職
業
安
定
所
の
小
川
指
導

官
。　
根
気
強
く
ま
じ
め
な
働
き
ぷ
・

り
は
、
会
社
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
、
一
つ
の
事
業
所
に
グ
ル

ー
プ
で
毎
年
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
い

つ
ご
ろ
ま
で
出
稼
ぎ
を
す
る
の

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
「
働

山田今朝雄さん

　　（土倉）

鑑諦鐵

難

　い・

灘
も
霧
馨
霞
薫
・
㎜
嚢
麟
償
驚
、

饗
饗
轟
為
肇
馨

噂
め
よ
う
と
滋
賊
、
虐
動
婁
蕪

整
量
蓋
粛
編
埜
黛
　

璽
擢
。
，
幸
い
弟
毒
耽
引
ざ
を
じ
難

で
擁
み
会
社
が
撒
喪
事
を
凋
滋
．

で
ぐ
れ
、
小
塾
な
自
助
事
部
最
鴛

菰
場
を
妻
と
近
所
の
主
嫌
二
舟
．

で
ゃ
っ
ズ
い
ま
す
。
仕
上
げ
を

逓
離
¢
お
ば
さ
ん
だ
ち
に
も
出

し
て
じ
て
も
喜
ぽ
れ
て
い
藤
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

●
影

　
　
　
　
　
　
　
　
大

■
、
、
撰
葱
み
藤
び
を
欝
儲
、

．
一
鴎
欝
嬬
爵
臨
儲
声
み
審
女
が
出

稼
沓
婁
馨
翼
2
．

、
当
り
龍
と
思
っ
て
噺
ま
し
灯
。

し
か
し
掌
、
，
争
鰹
職
葵
巻
ぐ
な

一

、
臥

る
に
つ
れ
て
何
と
か
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
弓
ま
し
た
、
「
今

か
ら
七
年
ほ
ど
前
に
決
断
し
、

出
稼
ぎ
を
や
め
ま
七
た
。
、
一
番

喜
ん
で
い
る
の
は
子
ど
も
た
ち

で
す
。
　
（
母
ち
ゃ
ん
も
〉

　
ス
キ
ー
に
連
れ
て
獅
く
と
と

て
も
喜
ぴ
ま
す
。
、
‘
そ
の
顔
を
見

て
い
る
と
と
て
も
う
れ
私
い
で

す
ね
。
芝
れ
か
ら
も
髄
生
懸
命

が
ん
ぽ
っ
て
、
子
ど
趨
た
ち
に

農
業
の
よ
さ
を
教
え
た
恥
。

け
．
る
ま
で
」
と
答
え
た
人
が
、

約
四
割
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
て

も
い
か
に
こ
の
地
域
の
人
た
ち

が
「
働
き
者
」
で
あ
る
か
が
分

か
り
ま
す
。

出
稼
ぎ
問
題
は

　
　
　
　
　
　
　
　
全
村
的
課
題

　
昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
査
に

よ
り
ま
す
と
、
十
五
歳
ー
三
十

九
歳
ま
で
の
就
業
者
は
、
八
百

五
十
三
人
い
ま
す
。
そ
の
内
、

百
八
人
が
農
林
業
に
携
わ
っ
て

い
る
だ
け
で
、
実
に
青
年
の
八

七
％
が
恒
常
的
勤
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
に
出
る
青
年
の
多
く

は
、
専
業
農
家
と
第
一
種
兼
業

農
家
で
す
。
こ
の
人
た
ち
の
農

業
基
盤
を
整
備
し
近
代
的
農
業

に
構
造
転
換
し
な
け
れ
ば
、
出

稼
ぎ
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
六
十
年
農
業
セ
ン
サ
ス

に
よ
り
ま
す
と
、
村
内
の
水
田

面
積
は
、
七
百
九
十
一
鈴
と
な

っ
て
い
ま
す
。
水
稲
で
生
計
を

立
て
る
た
め
に
は
五
診
必
要
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
内
の
水

田
面
積
を
五
で
割
り
ま
す
と
、

百
五
十
八
と
な
り
ま
す
。
畑
の

二
百
か
を
合
せ
て
も
、
将
来
、

村
内
で
農
業
を
営
め
る
世
帯
は

二
百
戸
位
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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出
稼
者
数
の
推
移

　
　
（
斯
翻
舩
離
）

鰯人＼
　　　754人

1，019人

　　　1，601人

燃090人
640人

喫
　
喫
　
硬

L
　
　
　
1

625956535047444340S34　37

　
現
在
、
農
作
業
機
械
の
過
剰

投
資
に
よ
る
「
機
械
化
貧
乏
」

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
五
十
彗
～
一
珍
を
耕
作

し
て
い
る
農
家
は
、
ほ
と
ん
ど

日
曜
農
業
の
た
め
ど
う
し
て
も

機
械
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現

状
で
す
。
そ
の
上
、
作
業
が
集

中
す
る
た
め
機
械
の
共
同
利
用

も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
会
社
勤
め
で
得

た
給
料
を
農
業
に
つ
ぎ
込
ん
で

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ

り
ま
す
。
赤
字
を
出
し
て
ま
で

も
農
業
を
つ
づ
け
る
理
由
は
、

一
、
現
在
五
十
～
六
十
代
の
人
た

ち
が
農
地
開
放
を
経
験
し
て
い

る
た
め
土
地
に
対
す
る
執
着
心

が
強
い
。
二
」
日
曜
日
を
レ
ジ
ャ

ー
や
趣
味
で
過
ご
す
こ
と
に
対

し
「
な
ま
け
も
の
」
と
い
う
先

入
観
が
年
輩
者
の
中
に
ま
だ
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

考
え
よ
う

　
　
　
　
　
農
業
経
営

　
低
経
済
成
長
時
代
に
入
り
、

企
業
は
生
き
抜
く
た
め
必
死
に

な
っ
て
い
ま
す
。
軽
薄
短
少
の

時
代
と
い
わ
れ
る
現
在
、
従
業

員
に
た
だ
働
く
だ
け
で
な
く
知

的
発
想
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
身
近
に
あ
る
企
業
を
見

て
も
、
農
業
が
忙
し
い
か
ら
休

め
る
と
い
っ
た
企
業
は
、
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
曜
日
は
、
会
社
勤
め
な
ど

で
た
ま
っ
た
精
神
的
ス
ト
レ
ス

や
、
体
に
休
養
を
与
え
気
分
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
日
で
す
。

こ
の
大
切
な
日
を
、
く
た
く
た

に
な
る
ま
で
日
曜
農
業
に
従
事

す
る
時
代
で
は
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
き
ま
す
と

会
社
勤
め
を
し
て
い
る
人
の
農

業
は
、
健
康
維
持
、
趣
味
程
度

の
範
囲
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

必
然
的
に
農
地
の
流
動
化
と
と

も
に
作
業
の
受
委
託
が
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
農
業
を
志
す
人
た
ち
は
、
近

代
農
業
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。基
盤
整
備
に

　
　
　
　
　
ご
理
解
を

　
現
在
、
国
営
苗
場
山
麓
総
合

農
地
開
発
事
業
で
、
原
町
地
域

の
ほ
場
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
桔
梗
原

地
区
の
ほ
地
整
備
事
業
が
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
大
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
地
主
の
み
な
さ
ん
の
協

力
が
不
可
決
で
す
。
耕
作
面
積

の
比
較
的
少
な
い
農
家
で
は
、

「
借
金
ま
で
し
て
ほ
場
整
備
を

す
る
の
は
」
と
い
う
考
え
も
よ

く
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
米

価
の
低
下
や
勤
め
の
関
係
で
水

田
を
耕
作
で
き
な
か
っ
た
と
き

「
あ
の
田
ん
ぽ
じ
ゃ
、
借
り
た

く
も
な
い
」
と
い
う
状
態
で
は

宝
の
も
ち
ぐ
さ
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
各
家
庭
で
今
後
の
農
業
経
営

方
針
を
真
剣
で
話
し
合
っ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

アンケート抜粋
　　　　　回答者　80人

　　　　　回答率　80％
　　　　　　　　　（留守家族）

1．正月を除いた帰省回数は

34％

34％

18％．

14％

2．出稼ぎで一番困ること

63％

25％

5％

7％

月1回
春まで帰らない

2ヵ月に1回

その他

雪ほり

急病や年よりの看病

子どもの家庭教育

その他

3．いつまで出稼ぎを

39％

31％

13％

17％

働けるまで

65歳ごろまで

子どもにお金が
　かからなくなるまで

その他

4．出稼ぎを解消するためには

64％

　　　　35％

1％

冬場の就労の
　　　　　場をつくる

通年就労の場をつくる

冬場の作物の研究

5．スキー場開発をどう思いますか

59％

　　　32％

4％

5％

よいことである

若者の定着のために
　　　　　　絶対必要
自然破壊につながる
　　　　　　ので反対

その他

※出稼ぎ組合加入者のお母さん100人に

　アンケートを行いました。

若
者
定
着
へ

　
　
　
雇
用
の
場
確
保

　
農
業
の
近
代
化
を
図
り
若
者

の
定
着
を
進
め
る
た
め
に
は
、

村
内
に
通
年
雇
用
の
場
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
。

　
当
村
は
、
首
都
圏
と
中
魚
、

東
頸
城
を
結
ぷ
交
通
の
要
衝
と

し
て
大
き
な
地
の
利
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
の
利
を
生
か
し
た

雇
用
の
創
出
を
、
村
民
一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
幸
い
当
村
は
、
県
の
リ
ゾ
ー

ト
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ
、
更

に
当
間
山
麓
と
小
松
原
は
、
重

点
整
備
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
当
間
山
麓
に
進
め

て
い
る
ス
キ
ー
場
も
、
今
年
の

十
二
月
に
は
一
部
オ
ー
プ
ン
で

き
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
中

で
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
あ
る

資
源
を
生
か
し
た
特
産
品
づ
く

り
や
飲
食
の
場
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
雇
用
の
場
を
作
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
難
し
い

と
い
わ
れ
る
企
業
誘
致
も
、
雪

国
の
水
と
澄
ん
だ
空
気
を
求
め

て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　
若
者
が
定
着
で
き
る
村
に
す

る
た
め
、
村
・
農
協
・
商
工
会

が
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

だ
⊆

換盒化を働ざし，で

水田農業確立対策

　【】
響避輯■

何とか換金化につなげたい

　
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整
政
策

は
、
米
の
消
費
量
の
低
下
、
米
の
豊
作
な
ど
で
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
六
年

問
「
水
田
農
業
確
立
対
策
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
来

年
度
は
、
こ
の
対
策
に
加
え
「
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
典
型
的
な
米
単
作
地
帯
の
当
村
に
と

っ
て
は
、
実
に
深
刻
な
問
題
で
す
が
み
ん
な
の
英
知
を
結

集
し
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

米
の
消
費
拡
大
へ

米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策

　
来
年
度
は
、
水
田
農
業
確
立

対
策
に
加
え
て
米
需
給
均
衡
化

緊
急
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
十
月
末
の
政

府
在
庫
米
は
、
二
百
三
十
万
－
・

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

量
は
政
府
持
越
在
庫
の
上
限
百

五
十
万
ト
ン
を
八
十
万
ト
ン
上
回
り

ま
す
。
政
府
で
は
、
こ
の
内
の

　　　　一人当り年問米消費量の推移
114．9

　　111．1

　　　　　95。1
　　　　　　　88．0
　　　　　　　　　　78．9
　　　　　　　　　　　　72．5　71．6

100kg

50kg

616055504540S35

三
十
万
ト
ン
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
縮

少
を
図
る
た
め
に
米
需
給
均
衡

化
緊
急
対
策
を
実
施
い
た
し
ま

す
。　
当
村
に
は
、
七
万
八
百
六
十

鴛
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
配
分
は
、
学
校
給
食

や
地
域
ぐ
る
み
の
米
消
費
拡
大

運
動
に
取
り
組
み
実
績
が
上
っ

た
場
合
は
、
そ
の
数
量
に
よ
り

当
年
度
の
限
度
数
量
に
勘
案
さ

れ
ま
す
。

水
田
面
積
の

　
　
一
八
・
五
％
が
転
作

　
来
年
度
の
水
田
農
業
確
立
対

策
分
の
転
作
等
目
標
面
積
は
、

百
四
十
七
・
二
珍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対

策
分
の
十
五
・
三
珍
を
合
せ
ま

す
と
、
百
六
十
二
・
五
紛
と
な

り
ま
す
。
全
水
田
面
積
が
八
百

七
十
六
紛
で
す
か
ら
、
実
に
一

八
・
五
％
が
転
作
田
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
総
転
作
面
積

は
、
清
津
川
右
岸
段
丘
地
開
発

事
業
で
開
田
し
た
百
八
十
珍
に
、

少
し
足
り
な
い
だ
け
で
す
か
ら

驚
き
で
す
。

三
億
円
の
減
収
に

　
百
六
十
二
・
五
診
が
有
効
に

生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
ら

…
：
。
十
彗
当
り
八
俵
と
れ
た

と
計
算
し
ま
す
と
、
約
三
億
円

の
農
業
収
入
を
フ
イ
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
米
の
生
産
調
整
は
今
後
も
続

き
ま
す
。
米
の
消
費
が
低
下
し

て
い
る
現
在
、
転
作
田
を
有
効

に
利
用
す
る
方
法
を
考
え
な
け

れ
ば
、
農
家
に
と
っ
て
大
き
な

損
失
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
転
作
助
成
金
も
年
々
削
減
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
央
で
は
「
助

成
金
を
ヤ
メ
ロ
」
と
い
っ
た
意

見
ま
で
出
て
い
ま
す
。
米
の
生

産
調
整
は
、
生
産
者
自
身
の
問

題
だ
と
い
う
方
向
が
強
く
打
ち

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
、
転

作
田
を
有
効
に
利
用
す
る
方
法

を
、
地
域
ぐ
る
み
で
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
将
来
後
悔
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

単価（千円／10a）水田農業確立助成補助金の体系

区　　分
基本額

①

加　算　額
生産性向上等加算

　　②
地域営農加算

　　③

一　般　作　物

（器難劉 19 20 10

永年性作物等
（林地、養魚池等）

25 20 10

特　例　作　物

（野菜、たばこ等） 7 5 一

土地改良通年施行 9 一 一

②生産性向上等加算…生産規模の拡大、生産の組織化
　　　　　　　　転作田の団地化、畑転換、畜産複合

　　　　　　　　産地形成等を誘導するもの

③地域営農加算…農協等が中心となって地域の水田農
　　　　　　　　業確立を計画的に推進するもの

ま
ず
話
し
合
い
を

　
「
転
作
田
を
ま
と
め
て
換
金

作
物
を
導
入
し
よ
う
」
理
論
で

は
分
か
っ
て
い
て
も
実
現
は
と

て
も
困
難
で
す
。
転
作
田
を
管

理
す
る
中
核
農
家
が
い
な
い
。

お
互
い
の
利
害
関
係
が
か
ら
む

な
ど
問
題
が
で
て
き
ま
す
。
し

か
し
、
他
の
市
町
村
で
は
、
転

作
田
を
一
農
家
に
任
か
せ
、
転

作
を
し
な
く
て
済
ん
だ
農
家
が

互
助
金
と
し
て
、
転
作
農
家
に

支
払
う
な
ど
様
々
な
試
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」

と
い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
何
回
も
何
回
も
話
し

合
い
、
そ
の
地
域
の
実
態
に
即

し
た
転
作
田
の
有
効
利
用
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

　
水
稲
農
業
も
様
々
な
試
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
食
品

に
マ
ッ
チ
し
た
無
農
薬
栽
培
、

は
ざ
木
に
よ
る
天
然
乾
燥
米
な

ど
、
従
来
の
米
に
高
い
付
加
価

値
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
良
質
米
の
生
産
地
と
い
う
こ

と
で
食
管
法
の
上
に
ア
グ
ラ
を

か
い
て
い
る
稲
作
で
は
、
　
「
魚

沼
米
」
と
い
え
ど
も
無
理
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
産
加
工
所
の
利
用
を

　
転
作
で
作
っ
た
大
豆
や
ソ
バ

を
有
効
に
生
か
す
農
産
加
工
所

が
芋
川
に
で
き
ま
し
た
。
こ
の

施
設
に
は
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
・

回
転
二
重
釜
な
ど
各
種
の
機
械

が
あ
り
、
手
軽
に
ミ
ソ
や
ソ
バ

な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
申
込
み
や
利
用

方
法
は
、
中
里
農
協
生
産
課
ま

で
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
費
六
三
ー
二
五
二
五
）
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　磯，、

、
醍
ー
、
2
、
　
　
滋

餐

男

ぐ
蕪

｝
申
翼
刈
高
店
街
，

て繕楚協

馨
婁
蓉

｝

　
買
物
客
の
村
外
流
出
割
合
は

わ
ず
か
六
年
で
四
八
％
（
全
品

目
）
も
伸
び
て
い
ま
す
。
品
数

が
豊
富
で
し
か
も
買
物
を
楽
し

め
る
大
型
店
に
買
物
客
が
流
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

商
店
街
の
ジ
リ
貧
は
ま
ぬ
が
れ

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
厳
し
い
現

状
に
危
機
感
を
燃
や
す
商
業
経

営
者
の
有
志
は
「
国
道
拡
幅
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
村
民
に

喜
ば
れ
る
商
店
街
を
つ
く
り
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
早
急
に
組

織
づ
く
り
を
」
と
発
起
人
と
な

り
、
二
月
五
日
中
里
村
商
店
街

近
代
化
推
進
協
議
会
の
設
立
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
出
席
し
た

の
は
、
国
道
拡
幅
に
か
か
る
人

な
ど
二
十
六
人
。
満
場
一
致
で

推
進
協
の
設
立
が
決
っ
た
後
、

会
長
に
、
滝
沢
常
一
氏
（
中
津

屋
商
店
）
副
会
長
に
井
之
川
平

八
氏
（
山
城
屋
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
今
後
こ
の
会
で
は
、
近
代
化

に
向
け
て
情
報
の
集
収
を
進
め

研
究
、
討
議
を
重
ね
る
と
と
も

に
関
係
機
関
へ
協
力
を
求
め
て

い
く
方
針
で
す
。

共
同
店
舗
セ
ミ
ナ
ー

、

　
二
月
十
五
日
、
中
里
村
商
店

街
診
断
の
二
回
目
の
事
後
指
導

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

　　　　ハ　　　ロロロロじ　サヨロ　　　　　　　　　　　　　ロ　

危機感をバネに燃える商業者のみなさん

全力を尽くす

商店街近代化推進協議会

　会長滝沢常一さん

　われわれ商業者は、地域の人たちに快適でし

かも娯楽牲のある買物空間を提供しなければな

らない。国道拡幅が目前に迫った今、「だれか

がやってくれるだろう」という姿勢では、商店

街の将来はない。国道拡幅を大きなチャンスと

してとらえ魅力ある商店街を作りたい。こうし

た気持を寄せ合って先般中里村商店街近代化推

進協議会を設立しました。この席で不肖わたし

が会長という大役を引き受けることになりまし

た。この上は、役員のみなさんと手を取り合い

地域のみなさんのご協力をお願いし、孫子に誇

れる商店街つくりに全力を傾けますのでよろし

くお願いします。

は
、
主
に
共
同
店
舗
の
や
り
方

に
つ
い
て
、
山
崎
中
小
企
業
診

断
士
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

山
崎
氏
は
「
共
同
店
舗
は
、
従

来
の
意
識
を
変
革
し
て
臨
ま
な

け
れ
ば
必
ず
失
敗
す
る
。
消
費

者
に
満
足
感
を
与
え
ら
れ
る
店

舗
に
す
る
た
め
様
々
な
調
査
、

研
究
、
討
議
を
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
十
六
人
の
中
に
は

共
同
店
舗
を
希
望
し
て
い
る
人

も
お
り
「
広
い
フ
ロ
ア
ー
で
各

種
の
買
物
が
で
き
る
共
同
店
舗

を
ぜ
ひ
作
り
た
い
」
と
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
共
同
店
舗
と
い
っ
て
も
、
推

進
協
に
加
入
し
て
い
る
三
十
三

の
商
店
が
全
部
入
れ
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
推

進
協
で
は
、
共
同
店
舗
を
模
索

す
る
と
と
も
に
、
商
店
街
の
集

積
化
、
共
同
事
業
（
駐
車
場
・
ア

ー
ケ
ー
ド
・
街
路
灯
な
ど
）
も
並

行
し
て
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
理
想
の
商
店
街
を
築
く
た
め

に
は
、
地
主
の
協
力
な
く
し
て

で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
村
の
発

展
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
村
で
も
、
村
中
心
部
の
整
備

計
画
を
来
年
度
策
定
す
る
予
定

で
す
。
国
道
拡
幅
も
目
前
に
迫

り
、
村
民
、
商
工
会
、
村
が
一

体
と
な
っ
て
他
に
誇
れ
る
中
心

地
区
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

イ
ペ
ン
ト
で

　
　
　
　
　
心
を

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
…

…
何
か
を
や
ら
ね
ぱ
」
こ
ん
な

村
づ
く
り
へ
の
気
持
ち
を
寄
せ

合
っ
て
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」

が
、
昨
年
十
二
月
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
三
月
一
日
、
第
三
回
目
の
会

議
が
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
、
先
回
と
同
じ
く
「
村
活

性
化
と
イ
ベ
ン
ト
」
。

　
「
村
の
活
性
化
の
た
め
に
は

燃
え
る
仲
間
を
一
人
で
も
多
く

す
る
こ
と
」
　
「
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
村
民
の
心
を
一
つ
に
」
　
「
と

に
か
く
馬
鹿
に
な
れ
る
仲
間
を

つ
く
ろ
う
」
な
ど
意
欲
的
な
意

見
が
多
く
飛
ぴ
出
し
「
イ
ベ
ン

ト
集
団
」
結
成
へ
と
話
し
は
進

▲集って話す、村づくりへの第一歩
▼心をつなげるイペン

つ
に

み
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
ホ
ッ

ト
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
た

め
に
「
イ
ベ
ン
ト
集
団
」
を
結

成
し
ま
す
。
こ
の
集
団
は
「
村

づ
く
り
を
や
る
」
と
い
っ
た
悲

壮
感
や
気
負
い
を
捨
て
、
仲
間

同
士
が
楽
し
く
イ
ベ
ン
ト
に
取

り
組
む
組
織
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
「
面
白
い
こ
と
や
っ
て
み
よ

う
」
と
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
一

つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
多
く
の
人
た
ち
の
手

が
必
要
で
す
。
大
変
が
っ
て
い

て
は
少
し
も
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
小
さ
な

力
を
合
せ
て
、
大
き
な
パ
ワ
ー

こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
三
月
下
旬
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

で
あ
な
た
の
顔
が
見
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰
無
響
暴
　
襲
伊
う
農
産
加
工
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
　
轟

　
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
各
集
落

の
公
民
館
の
一
階
が
共
同
作
業

所
で
二
階
が
集
会
場
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
農

作
業
機
械
の
普
及
と
と
も
に
、

共
同
作
業
所
が
な
く
な
り
、
そ

れ
に
つ
れ
て
ミ
ソ
づ
く
り
の
道

二んな物がつくれます。

◎こうじ

◎み　そ

◎そば・うどん

◎豆菓子

◎豆腐・コンニャク

◎あんこ・ジャムe　t　c

具
や
ワ
ラ
た
た
き
の
機
械
も
姿

を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
農
村
の
生
活
も
都
会
並
み
に

な
り
、
ミ
ソ
ま
で
も
買
っ
て
食

べ
る
よ
う
に
変
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
反
面
、
地
域
お
こ
し

の
手
段
に
ふ
る
さ
と
産
品
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
手
づ
く

り
の
よ
さ
が
見
直
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
一
番
注
目
を

集
め
た
の
が
、
転
作
作
物
と
し

て
作
ら
れ
て
い
る
大
豆
で
す
。

こ
の
大
豆
を
利
用
し
て
家
庭
用

の
ミ
ソ
を
つ
く
り
た
い
。
ま
た

ソ
バ
や
く
ず
米
、
野
菜
を
利
用

し
食
品
加
工
を
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
声
が
大
き
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

」

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

農
協
と
村
が
協
力
し
ふ

る
さ
と
特
産
品
開
発
事

業
を
利
用
し
、
芋
川
に

地
域
特
産
加
工
施
設
を

つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の

加
工
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
、
先
般
村
内
の
五

会
場
で
説
明
会
が
も
た

れ
ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
の
中

で
は
「
会
議
が
終
っ
た
ら
見
に

行
き
た
い
」
と
い
っ
た
積
極
的

な
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
式
な
オ
ー
プ
ン
は
、
四
月

一
日
か
ら
で
す
が
、
こ
の
施
設

に
早
く
慣
れ
て
い
た
だ
く
た
め

試
験
的
に
各
グ
ル
ー
プ
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ダ

ー
を
養
成
す
る
た
め
リ
ー
ダ
ー

圧縮釜から大豆を取り出す作業

講
習
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
特
産
品
販
売
ま
で

　
こ
の
施
設
は
、
家
で
と
れ
る

も
の
を
有
効
に
生
か
す
と
と
も

に
、
特
産
物
の
製
造
販
売
ま
で

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
活
発
な
利
用
を
進
め
る
中
で

ふ
る
さ
と
の
味
覚
に
磨
き
を
か

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

胡竃

活躍するみのり会のメンバー

加工所を利用して

小柳皆子さん
（如来寺コロッケの会）

　今は物がとても豊富なため、自分で

作るより買った万が見栄えもよく安い

といわれています。でもテレビでハン

バーグの新製品を作るのに何十種類も

の食品添加物を使うと聞いてゾーっと

しました。新めて素性の知れたもので

手作りの食事をしたいと思いました。

　大豆は畑の肉といわれていますが、

転作で作っても面倒で無駄にしていま

ず。今度、村と農協から立派な加工所

を作っていただきましたので、わたし

たちのグルーブも早速みそ、トウフ、

ウドンなどを試作しました。蒸気を使

いますので何でも早くできてびっくり

・しました。一度にたくさん作って分け

たり、同じ機械を続けて使うようにし

たら後片づけも楽だと思います。大い

に利用したいのですが、冬場の足の確

保と常勤の人がいれば利用しやすいと
思1、、ました。

　
　
　
］

ス
ン
リ

ロ
カ
ト

ク
翻も曝墜
　離定づたよ

　
二
月
十
八
日
、
田
沢
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
八
回
村
内

小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
各
校
の
五
、
六
年

生
百
八
十
四
人
が
参
加
し
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
前
日
ま
で
降
り
続

い
た
大
雪
も
う
そ
の
よ
う
に
晴

れ
上
り
、
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
は
最
高
。
見
に
来
て
い
た

父
兄
の
人
た
ち
も
、
元
気
い
っ

ぱ
い
ス
タ
ー
ト
す
る
児
童
に
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
倉
俣
小
学
校
が
圧
倒

的
な
強
さ
で
、
男
女
共
に
上
位

を
独
占
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
か
ら
中
学
校
で
も
活

躍
す
る
選
手
が
出
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
成
績
】

〆・／

走って耐えて強い精神力を

★
五
年
生
女
子
二
，
。

　
一
位
　
鈴
木
孝
子
（
倉
俣
小
）

　
二
位
　
山
田
信
代
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
樋
口
美
紀
子
（
田
沢
小
）

★
六
年
生
女
子
二
，
・

　
一
位
竹
藤
さ
ゆ
り
（
倉
俣
小
）

　
二
位
　
鈴
木
朝
子
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
鈴
木
洋
子
（
倉
俣
小
）

★
五
年
生
男
子
三
♂

　
一
位
　
鈴
木
隆
司
（
倉
俣
小
）

　
二
位
　
南
雲
勝
巳
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
鈴
木
孝
作
（
倉
俣
小
）

★
六
年
生
男
子
三
計

　
一
位
　
島
田
康
則
（
倉
俣
小
）

　
二
位
　
重
田
和
弘
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
桑
原
賢
吾
（
倉
俣
小
）

★
リ
レ
ー
（
女
子
）

　
一
位
倉
俣
小

　
二
位
　
田
沢
小

　
三
位
　
清
津
峡
小

★
リ
レ
ー
（
男
子
）

　
一
位
　
倉
俣
小

　
二
位
　
清
津
峡
小

　
三
位
　
田
沢
小

昭和63年3月10臼～広報瓢’o’マ7
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してくださいますようお願いします。

NHK学園高校生徒募集

K学園高等学校では、63年度の

募集しています。

K学園高校は、テレビ、ラジオ

して学習する広域通信制高校で

で、高校卒業の資格が得られる

：普通科コース」、特定の科目だけ

で単位を取る「選科生コース」、

る科目を自由に学習する「教養

」などがあります。

、書道や俳句、油絵など、一般

を対象とした「生涯学習講座」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
、
通
単
科
な
書
対
す
内
岸
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ま
案
川
（

H
を
H
用
間
校
ん
す
ス
た
人
り
講
市
。

N
徒
N
利
年
高
選
望
一
ま
会
あ
受
潟
へ

　
生
　
を
4
「
を
希
コ
　
社
も
、
新
局

（無料）はハガキで、〒951

町1－49　N　H　K新潟放送

切　4月15日）

　交通事故のご相談は

　　　　　お気軽にどうぞ

　新潟自動車保険請京相談センターで

は、交通事故の相談に無料で応じてい

ます。専門の相談員が親身になってご

相談に応じます。

詳しくは下記センターまで。

　新潟市本町通7番町1082興亜火災新

　潟支店ビル5階　新潟調査事務所内

　新潟自動車保険請求相談センター

　ao25－225－1851

善意をありがとう

★香典返し

　芋川　鈴木直次氏　20，000円

★さくらメール寄贈

　越後田沢郵便局長恩田功一氏100枚

　　　　　　午後1時～4時

★必要督類

　（1）印鑑（共同使用の場合は全員の印

　　鑑）

　（2）免税軽油使用者証

　（3）耕作面積証明書（農業委員会で証

　　明を受けてください。）

　（4）上記のほか、新規および機械の変

　　更がある場合は、使用機械の証明

　　書（所有証明、借用証明）または

　　納品等の写し（機械の製作所名、

　　名称、形式、馬力、燃料消費量等

　　の記入をする必要がありますので

　　カタログを持参してください。）

★その他

　申込み用紙は、十日町財務事務所に

　あります。不明の点は十日町財務事

　務所へお問い合わせください。

　5・（57）5511（内線）205

　国有林のことは

　　六日町営林署倉俣担当区へ

　3月1日付で、六日町営林署田沢担

当区は、倉俣担当区へ吸収合併されま

した。国有林の関係については、倉俣

担当区（郵便局横）までご連絡くださ

い◎

　スバイクタイヤを

　　　　　早めに交換して

　県では、スパイクタイヤの使用に伴

う道路の損耗や生活環境に対する影響

が心配されることなどから「スパイク

タイヤ不使用に関する実施要綱」を制

定し、その趣旨の周知徹底に努めてい

ます。スパイクタイヤの必要がなくな

りましたら、早めに普通タイヤに交換

胴

　関東大会で銀賞
　　　　　　中里中アンサンブル

　1月31日埼玉県戸田市で開かれた、

第11回アンサンブルコンテスト（朝日

新聞社・全臼本吹奏楽連盟関東支部主

催）に出場した中里中学校の金管5重

奏は、中学校の部で見事銀賞を受賞し

ました。

　出場した5人の生徒は、いずれも3

年生で受験との板ばさみの中で精一杯

練習をし大会にのぞみました。銀賞を

受賞した部員たちは「レベルの高い中

で銀賞をいただけてとてもうれしい。

とてもよい思い出になりましたdと話

しています。部活動の中で培った精神

力と友情をこれからの人生に生かして

ほしいと思います。

大
健
闘
　
中
里
中
ス
キ
ー
部

育英資金貸与希望者へ

申込方法

1．「中里村育英資金貸与願」に記入、押

　印し、2部提出してください。用紙
　は教育委貝会にあります。

2、添付書類として、下記書類をお願い

　します。

①身分証明書　1通
　②健康診断書　1通

　③成績証明書　1通

　④大学在学者は、在学証明書　1通

3．提出期日　4月9日まで

4．提出先　中里村教育委員会

　昭和63年度の固定資産税課税台帳の

縦覧を下記の通り行います。

★期問　4月8日から4月27日まで
　　　　〔平　日〕午前8時30分～午

　　　　　　　　後5時まで
　　　　〔土曜日〕午前8時30分～正

　　　　　　　　午まで
　縦覧期間中の閲覧料は無料です。

農業用軽油、免税証の交付

　農業用軽油にかかる免税証の交付を

次の通り行います。該当される人は、

忘れずに交付を受けてください。

　なお、当日交付を受けなかった場合

交付を受けることができなくなること

があります。

★交付日3・月23日㈱
★交付場所　十日町財務事務所会議室

★交付時問　午前9時～12時

二
月
十
九
日
、
中
里
中
学
校

を
会
場
に
十
日
町
市
、
中
魚
沼

郡
中
学
校
新
人
ス
キ
ー
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
里
中
学
校

は
、
男
子
リ
レ
ー
で
優
勝
す
る

な
ど
大
健
闘
を
し
ま
し
た
。

成
績

★
一
年
男
子
（
五
キ
ロ
）
七
十
一
人

　
一
五
位
　
吉
楽
大
吾
（
一
年
V

　
一
八
位
　
山
田
和
志
（
〃
）

四
一
位
山
田
道
男
（
〃
）

★
男
子
（
十
キ
ロ
）
五
十
四
人

二
位
三
位
八
位
一
二
位

二
八
位

斉
喜
直
（
一
年
）

富
井
貴
浩
（
二
年
）

山
田
　
隆
（
二
年
）

鈴
木
水
城
（
一
年
》

服
部
友
也
（
二
年
）

★
二
年
男
子
（
五
キ
ロ
）
六
十
七
人

六
位
　
　
服
部
公
彦
（
二
年
）

三
二
位
南
雲
博
文
（
〃
）

三
七
位
　
大
島
栄
治
（
〃
）

★
女
子
（
五
キ
ロ
）
二
十
一
人

　
一
位
樋
口
あ
け
み
（
二
年
）

★
一
年
女
子
（
三
キ
ロ
）
二
十
七
人

　
の二
位
　
　
鈴
木
直
美
（
一
年
）

三
位
　
　
斉
喜
裕
貴
（
〃
）

★
二
年
女
子
（
三
キ
ロ
）
二
十
七
人

二
位
　
　
山
田
祐
子
（
二
年
）

　
一
二
位
　
桑
原
智
子
（
〃
）

★
男
子
リ
レ
ー
　
十
八
チ
ー
ム

　
一
位
　
　
中
里
A
チ
ー
ム

　
服
部
公
彦
山
田
隆

　
富
井
貴
浩
斉
喜
直

★
女
子
リ
レ
；
　
十
四
チ
ー
ム

六
位
　
中
里
中
チ
ー
ム

　
樋
口
あ
け
み
　
山
田
祐
子

　
斉
喜
裕
貴

行いますのでお気軽においでください。

★相談日　3月22日㈹　午後2時

★会　場　老人福祉センター

　崇相談ご希望の方は、3月14日まで

　　に保健課に申し出てください。

　「人気No1の秘密」

　～商工会青年部講演会～

★日時　3月12日出　午後1時30分～

★場所　商工会館2階

★講師　森　行成氏（野沢温泉、さか

　　　　や旅館若主人〉

★演題　　「人気Nα1の秘密」

　どなたでもお気軽に参加ください。

！
チ
れ
の
ま
春

集

　　　春のチビッコ交通広場

　田沢ツーリングクラブ（代表涌井誠

一氏）では、春の全国交通安全運動に

合せて、楽しみながら交通ルールを覚

えていただこうと「春のチビッコ交通

広場」を開催いたします。

★日　時　4月10日（日）午後1時30分～4時

★場　所　中里村総合センター2階

★対象者　村内の小学生及ぴ園児
　　（なお園児の参加は父兄同伴でお願いします）

★内　容　o雪つばき号による交通安

　　　　　　全教室

　　　　　O交通安全16皿m映画上映

　　　　　○交通安全ウルトラクイズ

　　　　　o交通安全パレード（交通

　　　　　　関係者による）e　t　c

巌詳細については、3月中旬ごろ新聞

　折込みを入れる予定です。

　主催　田沢ツーリングクラブ

　後援　中里村　中里村交通安全協会

　　　　中里村教育委貝会

§驚，翻鰯縣灘
蟻
．
鐸姥　　、導　　り

騨麟，1…欝をi

搬讐言板i
⑫驚　　　　　　　　　偽　り
零　　　公民館かり3
0ワリワワワワワワワoワワリリoo

★
高
齢
者
講
座

日
時

　2人以上子どものいる人へ

　　　　　　　　児童手当

　昭和63年4月より2人目以降の子ど

もが、就学前であれば児童手当の対象

になります。　（ただし、昭和57年4月

2日以後に生まれた児童が対象になり
ます）

　役場では、63年度の支給対象者に通

知を出しましたが、その後の異動等で

対象になる人がいましたら、住民課ま

でご連絡ください。（魯63－3111㊨122）

黄桜の丘、桜まつりで短歌を募集

　中里村観光協会では、5月51日㈱に

黄桜の丘、桜まつりを計画いたしまし

た。その中に短歌の発表会を予定して

いますので、振って応募ください。

★課　題　黄桜の丘、信濃川の流れ、

　　　　名勝鷹ノ巣、黄桜

★締切日　3月30日㈱　厳守

★用紙官製ハガキに1人3首以内
　　　　住所、雅号及び氏名を明記
★宛　先　中里村観光協会（役場開発課内）

　ノイローゼなどは
　　　　　　早めに相談を

　複雑にからみ合う社会、人間関係の

難しさ。こんな生活に疲れ軽いノイロ

ーゼや不眠状態になる人が増えていま

す。一人で悩んで自分の中に閉じこも

ってしまうと症状が進んでしまいます。

　一人で思い悩んでいないで思い切っ

て、専門医のアドバイスを受けること

が一番大切です。

　村では、下記により精神衛生相談を

　
　
　
　
霜

磯

＠　　
笛
き

お
や
ち
ん

み
マ
ー
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か
わ
い
い
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蒼
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・
あ
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し
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ド
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イ
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ち
伊
う
よ
お
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イ
ヌ
か
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・

　
一

、
や
㌘
修
，
（
　
〆

多
ん
ね
く
な
，
乞

さ

00

譲

場
所

内
容

三
月
十
六
日
㈱

午
前
十
時
～
午
後
三
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
合
セ
ン
タ
ー

午
前
　
ク
ラ
ブ
活
動

午
後
　
年
間
行
事
反
省

　
　
会

講
師
　
高
木
成
子
先
生

（
上
村
病
院
産
婦
人
科

医
長
）

演
題
「
婦
人
の
健
康
に

　
つ
い
て
」

★
村
民
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

日
時
　
三
月
二
十
日
㈲

　
　
午
前
七
時
五
十
分

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
出
発

場
所
当
間
山
麓

会
費
大
人
千
円

　
　
子
供
五
百
円

申
込
先
　
中
里
村
公
民
館

　
　
　
六
三
i
二
四
九
三

申
込
〆
切
　
三
月
十
五
日
㈲

※
小
学
校
一
年
生
以
上

★
高
齢
叢
肇
墓
員
会

★
田
沢
地
区
婦
人
会
総
会
　
　
　
日
時

日
時

内場
容所

三
月
二
十
七
日
㈲

午
前
八
時
三
十
分
受
付

総
合
セ
ン
タ
ー

定
期
総
会
（
九
時
～
）

講
演
会
（
十
時
二
十
分
－
）

　
　
四
月
六
日
㈱

　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
年
間
行
事
計
画
作
成

璽螺、購懸＿．
　富井直美さん
　　　　　　　（市之越・22才〉

盾解鰍
　高校を卒業して2年間、東京

の府中市のスーバーで働いてい

ました。現在は市之越の小松屋

装飾㈱で事務をしています。趣

味はこれといったものがないの

で何か始めなくてはと思ってい

ます。性格は細かなことにこだ

わらなくて、わりと大ざっばで

す。夢はありきたりのことでは

なくて、何か人と違った仕事を

やってみたいということです。

理想の男性は口やかましくない

人。村への要望は、人目を気に

せず何でもやれるような村にな

ってほしいということです。

昭和63年3月10日広報かかマ㌍9



ー
め
零
、

・
輩
謙

灘

応

　
体
育
の
時
間
に
馬
と
び
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
版
画
に
し
ま

し
た
。
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は

馬
に
な
っ
て
い
る
二
人
の
間
を

出
す
と
こ
ろ
で
す
。
飛
ん
で
い

る
人
の
動
き
が
う
ま
く
出
せ
た

と
思
い
ま
す
。

⑳
　　田沢小学校（2年）

　　広田　直也くん

回
回
回
回

＠㊧図回9図⑮
　　　愛ちゃん釜桑原美欝（田代）

　愛ちゃんね、毎日おばあちゃんとお留守番
しているんだ。雪かきだって手伝うんだよ。
愛ちゃん用のちっちゃいシャベルがあるの。
ほんとうは雪かきというより雪だるまを作っ
たりして遊んでいるんだけどね。お田さんは
健康で元気に育ってほしいんだって。

詔
丁
｝
｝
｝
｝
｝
￥
￥
｝
｝
｝
｝
￥
｝
Y
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
ぺ

：り井之川塾幸さん（女口来寺）⑳

，ワ　　　害子
つ

，きっかけは……り本田技研に勤めていたとき、彼女の会

，　　　　　社と合同コンパを開いたとき知り合いました。

・　　　　　ワ2人が一番はしゃいだんですよ。

1第一印象は……ワパンチパーマに黒のWのスーツ。何者

1　　　　　だと思いました。りとにかくスゲーにぎやか

1　　　　　な人だなあ一と思いました。
1

　結婚生活は……り2人で喫茶店を十日町でやっています。
r

　　　　　共稼ぎですから家事は分担でやっています。
レ

，　　　　　ワ子どもはまだ作らず、2人の生活をエンジ

，　　　　　　ヨイしています。

・中里村に稼いで……ワ方言が分からず困ったことと、他

1　　　　人の事に興味を持ちすぎますね。子どもがい
1　　　　　ないというと「朝鮮人参」まで心配してくれ

1　　　　　るんですよ。それに若い女の子がオシャレに
，

　　　　　気を使わないのには驚きましたね。
う

逸翌へ　濃猿；禦轡舐専顎イ
　　よトトト》一｝》一》一トト｝》一｝一｝》一をト｝一》一｝

気
に
な
る
お
母
さ
ん
の
太
め

灘
繍
嚇
輝

饗鱗凝騰騨勢墓　糎
騨
編
も

合
同
研
修
会

　
「
食
べ
残
っ
た
物
は
全
部
お
母
さ
ん

の
胃
袋
の
中
に
入
る
ん
で
す
ね
。
こ
ち

ら
に
来
た
当
時
気
づ
い
た
こ
と
は
、
太

め
の
お
母
さ
ん
が
多
い
こ
と
、
厚
着
を

し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
津
南
町
で
古
藤
医
院
を
開

院
し
て
い
る
古
藤
恭
先
生
で
す
。
こ
れ

は
、
二
月
二
十
六
日
、
母
子
愛
育
会
、

婦
人
会
、
農
協
婦
人
部
合
同
研
修
会
の

記
念
講
演
の
一
コ
マ
で
す
。

　
先
生
は
「
一
つ
の
料
理
を
家
族
の
二

倍
く
ら
い
作
っ
て
は
、
食
べ
残
し
、
捨

て
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
と
い
っ
て
は

お
母
さ
ん
が
食
べ
て
い
る
。
肥
満
は
成

人
病
を
招
く
敵
と
考
え
て
ほ
し
い
。
健

康
に
は
、
体
の
健
康
、
心
の
健
康
、
社
会

環
境
の
健
全
の
三
つ
が
あ
る
。
特
に
心

の
健
康
を
保
つ
た
め
に
趣
味
を
も
っ
て

聴き流したくない耳の痛い話

ほ
し
い
。
年
を
と
っ
て
か
ら
も
で
き
る

趣
味
は
、
ボ
ケ
の
予
防
に
な
る
」
と
約
百

人
の
お
母
さ
ん
た
ち
を
前
に
ユ
！
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
　
「
そ
う
そ

う
」
と
う
な
ず
き
な
が
ら
熱
心
に
聴
い

て
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
マ
ン
も
板
に
つ
く

　
　
　
ビ
デ
オ
講
習
会

　
「
ビ
デ
オ
講
座
に
参
加
し
た
O
O
で

す
」
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
照
れ

る
参
加
者
た
ち
。
二
月
十
日
か
ら
五
回

シ
リ
ー
ズ
で
ビ
デ
オ
講
座
が
公
民
館
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。
講
師
に
十
日
町
市

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
小
林
先
生
を

迎
え
、
十
一
人
の
参
加
者
が
楽
し
く
ビ

デ
オ
講
座
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
二
月

　　　　　「越後三山」
　越後三山とは、南・北魚沼郡の郡界にV字

形に連なる駒ヶ岳、中ノ岳、八涌山の総称で
す。山に興味がない人でも八海山を知らない

人はいないと思いますが……。

　私の生まれた川西町の地形は河岸段丘なの
で、この三山が天気の良い日とてもよく見え

ます。そして、小学校校歌にも八海の峰とし

て歌われ、こどものころから何となく親しみ

を覚えながら眺めていた山々／

　中里村の住人となつてからは、いつも見え
ていたこの山々を眺めることができなくなっ
たのが、とても残念です。

　　　　　　　　清津山の会吉楽洋子

一
一
十
一
世
紀
は
ス
ポ
ー
ツ
の
蔚
代

　
三
月
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
中
里

村
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
か

れ
、
日
ご
ろ
か
ら
熱
心
に
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
ん
で
い
る
人
だ
ち
三
十
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
」
と
題
し
、
県
保

健
体
育
課
社
会
教
育
主
事
の
磯
部
正
明

氏
が
講
演
さ
れ
、
　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
目
的

を
し
っ
か
り
と
ら
え
る
こ
と
」
、
　
「
お

金
を
か
け
ず
も
っ
と
自
然
を
利
用
し
て

ほ
し
い
」
等
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。スポーツの輪広めよう

・飲酒運転検挙者数　1人

・無免許運転違反　　0人

・事故発生件数　　　0件

・死亡事故ゼロ　　81日
　　　　　　　　（2月末）

　
保
育
園
児
に
目
を
閉
じ
て
も

ら
い
「
お
父
さ
ん
が
お
酒
を
飲

ん
で
車
を
運
転
す
る
人
・
手
を

上
げ
て
一
驚
く
べ
き
数
で
す
。

子
ど
も
は
親
の
後
姿
を
見
て
育

つ
と
い
い
ま
す
。
い
く
ら
子
ど

も
に
説
教
し
亡
も
親
が
社
会
ル

ー
ル
を
守
ら
な
い
の
で
は
き
き

め
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
：
：
。

乙o

二
十
一
日
の
月
曜
日
は
、
中
里
再
発
見

と
題
し
、
外
に
出
て
雪
景
色
や
雪
の
中

で
働
く
人
々
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　
ビ
デ
オ
講
座
に
参
加
し
て
い
る
A
さ

ん
は
「
タ
イ
ト
ル
を
入
れ
た
り
、
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
た
り
、
ビ
デ
オ
の
楽

し
さ
が
分
か
り
か
け
て
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
最
終
回
の
十
一
日
に
は
、
各
グ
ル
ー

プ
が
作
品
を
発
表
レ
合
う
予
定
で
す
。

“習うは一生の得さ”

連絡員

池田芳枝

　「どこに出ても歌の一つも唄えない

のではさみしいJこんなことから、昭

和62年1月如来寺カラオケ愛好会がで

きました。メンバーは主婦16人で、岳

月第3士曜臼に公民館で練習をしてい

ます。先生には歌の上手な荒屋の石沢

満さんにお願いしています。初めは、

歌詩カードを持つ手がふるえましたが

今ではカラオケにも合い楽しく歌って

います。新年会では、自分の得意な歌

を披露し合いとてもにぎやかでした。

　カラオケの日は、家族も気持よく出

してくれ歌ったり笑ったりして気分転

換を図っています。これからも「和」

をもって長く続けていきたいと思いま

連絡先

療
a
め
で
だ
撫

振
替
納
税
に
伴
い

納
税
報
償
金
廃
止

　
村
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
振

替
納
税
制
度
を
行
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
み
な
さ
ん
に
口
座
振

替
の
指
定
な
ど
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
実
施

で
今
ま
で
納
税
組
合
に
支
出
し

て
い
ま
し
た
「
納
税
報
償
金
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
納
税
の
通
知
は
、
毎
月
十
五

日
に
直
接
各
家
庭
に
郵
送
し
ま

す
。
今
ま
で
の
よ
う
な
領
収
証

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
各

自
の
預
金
通
帳
で
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
役
場
税
務
課

ま
で
（
さ
二
⊥
二
ニ
マ
⑧
；
＝
）
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